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八木原会長挨拶 顧問の皆さんによる乾杯

２ ０ １ ７ 年 新 春 懇 談 会

　恒例の新春懇談会が１月１４日（土）にアルカディア

市ヶ谷で開催された。当日は駐日ネパール大使代理ク

リシュナ・チャンドラ・アリナル氏をはじめ東京オリ

ンピック・パラリンピック競技大会組織委員会・布

村幸彦副事務総長、国立登山研修所・宮﨑豊所長、加

須市・大橋良一市長、日本勤労者山岳連盟・西本武志

会長、浦添嘉徳理事長、日本山岳ガイド協会・磯野剛

太理事長、日本ヒマラヤ協会・山森欣一会長、日本山

岳文化学会・小疇尚会長、日本ヒマラヤン・アドベン

チャー・トラスト・田上和義理事長など大勢のご来賓、

招待者を迎えて、１６０名の参会者となった。

　はじめに髙副会長が開会を宣言し、八木原会長が主

催者を代表して挨拶を行った。「昨年は祝日「山の日」

が施行され、第１回「山の日」制定記念全国大会が開

催されるなど各地で記念行事が行われた。この「山の

日」を好機と捉えて一人でも多くの皆さんが山や自然

に親しむ仲間を増やし、登山の普及振興につなげた

い。また、スポーツクライミングが東京２０２０オリン

ピックの正式競技種目となった。日山協は今年から法

人名称を変更して、組織体制も改編し、東京五輪の成

功に向けて万進していきたい。」と力強く挨拶された。

　続いてご来賓を代表してアリナル大使代理、布村副

事務総長、宮﨑所長からご挨拶を頂戴した。

　来賓祝辞の後、各種表彰が行われた。先ず、第６回

日本山岳グランプリは、日本のインド・ヒマラヤ研究

の第一人者の沖允人氏に贈賞された。沖氏は、永年に

わたってインド・ヒマラヤの研究と登山に取り組ま

れ、未知なる山域に足跡を印されてこられた。昨年Ｊ

ＡＣ創立１１０周年を記念してＪＡＣ東海支部が上梓し

た「インド・ヒマラヤ」の編集長を務めた。

　続いて日山協や各岳連の活動に永年ご尽力、貢献さ

れた方々に対して功労表彰が行われた。受賞者は、相

澤岩男（宮城）、稲泉眞彦（山形）、尾形一幸（福島）、小

森栄治（茨城）、古屋寿隆（山梨）、長谷川清（福井）、山

根幸雄（山口）、後藤利雄（大分）の各氏と「はんしん自

立の家」甲山登山隊。

　次にＩＦＳＣクライミング・ワールドカップ２０１６

の優秀選手ではワールドランキング男子１位（ボルダ

リング）となった楢崎智亜選手と同２位の藤井快選手。

同じく女子２位の野中生萌選手と同４位の野口啓代選

手。世界選手権パラクライミングで優勝した小林幸一

郎選手（Ｂ１）と会田祥選手（Ｂ２）が表彰された。

　一連の各種表彰の後、乾杯を行い祝宴に入った。

　乾杯は、坂口三郎、山本久子、城隆嗣、田中文男、本

木總子、神﨑忠男各顧問によって行われ、代表して坂

口顧問のご発声で祝杯を上げた。

　北は北海道から南は九州・大分まで世代を超えた

方々が一堂に参集され、あちらこちらで懐かしい想い

出話に花が咲いていた。

　会場には、スポーツクライミング日本代表選手会々

長の杉本怜選手はじめ楢崎智亜選手らの代表選手が出

席され、歓談中に小日向徹選手強化委員長から各選手

の紹介と今後の抱負を語って頂いた。

　名残尽きない楽しいご歓談の後、亀山副会長が中締

めを行い、最後に尾形副会長より閉会宣言があり、お

開きとなった。� （記　尾形好雄）
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オブザベーション 本間大晴選手

競技会々場

第７回全国高等学校選抜クライミング選手権大会報告
　２０１０年から開始されたこの大会も、今回で７回目を

迎えることができました。当初は日本山岳協会が主催

で実施していましたが、２回目より全国高等学校体育

連盟も主催に加わった背景があります。

　そして、２０２０年の東京オリンピックに於いてスポー

ツクライミングが競技種目に新たに加わったことは大

いに喜ばしいことでした。これは、現在クライミング

を行っている少年少女達にとっても大きな励みとな

り、目標ができたことと思います。そして第７回全国

高等学校選抜クライミング選手権大会（特別協賛：三

井住友海上火災保険㈱、協賛：オリエンタルバイオ㈱・

牛乳石鹸共進社㈱）が、１２月２４日（土）～ ２５日（日）

の２日間にわたり埼玉県加須市民体育館にて開催され

ました。

　本大会の参加状況は、全国４１都道府県から男子３７

県７１校１０２名、女子３４県５９校８２名，合計１８４名の選

手が出場しました。昨年より選手数で７名減ってしま

いましたが、団体参加校は男子２９校、女子２３校と増

加をしました。

　開会式では、日本山岳協会の八木原圀明会長より

「東京オリンピック２０２０で開催競技となることに触

れ、参加している選手達へオリンピックでメダルの獲

得を目指して欲しい。」との力強い挨拶がありました。

また、加須市長大橋良一様からは、「寒い季節の大会だ

が、高校生の熱い戦いを期待し、クライミング競技を

これからも益々応援していく。」との励ましのご挨拶

をいただきました。

　初日の予選はフラッシングで、男女それぞれ２つ

のルートを登り、その合計で競いあいました。予選の

グレードは男子が１３ａ、女子が１２ｃと１２ｃ／ｄ。２

ルートとも完登した選手は男子５名、女子１名で昨年

より難しくなった感がありました。男子２７名、女子２６

名が翌日の準決勝に進みました。

　大会２日目午前の準決勝からオンサイト方式とな

り、グレードは男子が１３ｂ／ｃ、女子は１２ｄに設定

されました。完登したのは男子１名と女子では０名と

難易度が高かったようでした。男女それぞれ８名が決

勝に進出しました。

　午後からは女子、男子の順で決勝が行われ、前半の

女子決勝は準決勝と同じグレード１２ｄの壁に挑みま

したが、完登者はいませんでした。７番目に登った高

田こころ選手（鳥取中央育英・鳥取）が僅差を制して

昨年に続き優勝しました。２位は、清水夏子選手（千

葉東・千葉）が入りました。

　後半の男子決勝ではグレード１３ｃの壁に挑戦しま

した。いずれの選手も実力者揃いで、ギャラリーの熱

い声援を受けながら手強い壁に挑みましたがこちらも

完登者は出ませんでした。実力が伯仲している中、本

間大晴選手（久喜工業・

埼玉）が優勝しました。

２位には今泉結太選手

（翔洋学園・茨城）が入

りました。

　最後になりますが、例

年この大会を準備段階

からご尽力いただいて

いる、地元加須市ならび

に加須市山岳連盟・埼玉

県山岳連盟の方々に深

い感謝の意を表すると

ともに、加須市のクライ

ミングウォールで自ら

の技を競いあった若き
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クライマー達が、今後のスポーツクライミングの発展

に貢献してくれることを願っております。

� （記　中瀬和德）

　第６回日本山岳グランプリの受賞は、日本のインド・ヒマラヤの第

一人者、沖允人（おき　まさと）氏に決定した。

　沖氏は足利工業大学名誉教授（８１歳）広島市出身。足利工業大学理

工学部電気工学科を卒業後、京都大学大学院で建築を学び、工学博士

号を取得。１９９０年から足利工業大学建築科教授となる。１９７４年から１

年半、インド北部の研究学園都市、ルールキーの中央建築研究所で客

員研究員を務める。

　登山は、名古屋在住時に中京山岳会で活躍。中央アルプス、御嶽山

などの地域研究を行う。１９６５年には、愛知県岳連隊でダウラギリⅡ峰

に遠征。栃木県足利市に移られてからは、栃木周辺の山を登られ「と

ちぎの山」を著す。以後、近年まで毎年のように海外登山を実践。特に

インドのカシミール、ラダック、ザンスカールに足繁く通われ、１９８５

年には日印合同隊を率いてサセル・カンリⅡ峰に初登頂。昨年、日本

山岳会創立１１０周年を記念してＪＡＣ東海が上梓した「インド・ヒマ

ラヤ」の編集長を務めた。インド登山界の人脈も太い。

第６回日本山岳グランプリ

第７回全国高等学校選抜クライミング大会成績
個人男子

１位 本間　大晴（久喜工業・埼玉）
２位 今泉　結太（翔洋学園・茨城）
３位 山内　　響（盛岡南・岩手）
４位 大髙　伽弥（東野・埼玉）
５位 河上　紘輝（鳥取中央育英・鳥取）
６位 土肥　圭太（平塚中等・神奈川）
７位 渡部　槙一（東温・愛媛）
８位 井上　　遼（新田・愛媛）

個人女子
１位 高田こころ（鳥取中央育英・鳥取）
２位 清水　夏子（千葉東・千葉）
３位 大河内芹香（佐世保東翔・長崎）

４位 戸田　萌希（山梨・山梨）
５位 清水陽華莉（洛北・京都）
６位 古川日南子（鳥取中央育英・鳥取）
７位 菊沢　　絢（幕張総合・千葉）
８位 森脇ほの佳（昇陽・大阪）

団体男子
１位 盛岡南（岩手）山内響／中島大智
２位 鳥取中央育英（鳥取）河上紘輝／中田大地
３位 東北（宮城）長澤青空／阿部洸平
４位 夢野台（兵庫）白坂翠／二重龍斗
５位 新南陽（山口）久野純／村田蛍介
６位 富士宮西（静岡）望月衛／古郡雷漸

団体女子
１位 鳥取中央育英（鳥取）高田こころ／古川日南子
２位 佐世保東翔（長崎）大河内芹香／木下茜
３位 幕張総合（千葉）菊沢絢／西田朱李
４位 浜松日体（静岡）中村祐香梨／鈴木彩有希
５位 東北（宮城）佐藤涼香／千葉若菜
６位 多久（佐賀）岸川弓子／渡島奈緒

女子個人表彰 男子個人表彰
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パラクライミング日本選手権大会２０１７を終えて
　単独開催の大会としては２回目をむかえたパラクラ

イミング大会。昨年に引き続いて明治大学和泉キャン

パス総合体育館をお借りして２０１７年１月２２日に開催

した。

　今回はブラインドクライマー以外に車いすのクライ

マー（カテゴリーでは神経障害部門ＲＰ２）が初参加

した。そして視覚障害カテゴリー男子Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３、

女子Ｂ２、Ｂ３、５部門に計１６名。ＲＰ２男子３名。合

計１９名の選手が北は札幌、南は高知から集まった。受

付後、開会式を他の日山協主催の大会と同様な流れで

行う。

　予選はＲＰ２が１ルート、ブラインドが２ルートと

する。ＲＰは選手の障害により、かぶりのある壁でな

ければ難しいので今回は１ルートとさせてもらう。出

場した３名中２名は想定していた登りより遥かに高い

レベルで２名が完登という素晴らしパフォーマンスで

あった。会場からも大きな拍手と驚きの声が上がって

いた。

　ブラインドクラスは５．１０の前半クラスの課題を設

定。

　２本同時に登る。今回のルールは、ブラインドクラ

スは大会役員が下からホールドの位置等を指示すると

いうＩＦＳＣのルールに近いもので行う。２ルート同

時に指示をすると混乱するため左ルートの選手には無

線を使って耳元で指示が聞こえるようにした。ブライ

ンドクラスは昨年の大会に参加している選手が多くい

た。２ルートとも完登する選手が１６人中１０名もいた。

選手の力が明らかに上達していると感じられた。

　各カテゴリー参加選手３名以上で大会成立とし、予

選の上位３名が決勝進出とした。そのためＢ３女子２

名は２ルートとも完登したのだが、参加者が２名とい

うことで大会不成立。残念ながら決勝には進めること

ができなかった。

　決勝は、ＲＰ２男子、Ｂ１、Ｂ２、Ｂ３男子、Ｂ２女子

の５部門の１５名で争うこととなった。

　最初にＲＰ２の決勝。予選と同じ壁に決勝用のホー

ルドを付けたルートに挑む。予選３位の選手は、右手

に麻痺がありそれをかばって左手で上のホールドを取

りに行くという動きでホールドを一つずつ掴み登って

いった。２番手の選手はゴール一つ手前で終了。最後

の選手は最終ホールドを何度かつかみにいくがここで

終了。優勝は兵庫から参加の大内選手がつかみ取った。

　ブラインドの決勝は、Ｂ３からスタート。ブラインド

クラスはアイソレーションエリアでコースのホールド

位置を録音したものを何度も聞いてホールドを覚える

ことが大切。

　Ｂ３は一人完登の蓑和田選手が優勝。Ｂ２女子は江

尻選手が同高度の付記＋で優勝。Ｂ２男子は世界チャ

ンピオンである会田選手が余裕の完登で優勝。Ｂ１は

同じく世界チャンピオンの小林選手が完登で優勝。

　今年は審判長を羽鎌田直人氏が務め、昨年とは違い

スムーズな大会運営となった。また専属のＭＣの方も

お願いし、大会の雰囲気も温かく和やかなものにして

いただいた。

　出場選手は昨年より３名の増加（エントリーは２１名

で棄権２名）。参加地域も広がり応援者も増え、大会の

盛り上がりをみせた。大会協賛会社も昨年のラフマミ

レー社１社からアディダスジャパン社も加わっていた

だいた。ご協力に感謝申し上げます。

　問題点もいくつか浮き彫りになってきた。昨年と同

様にカテゴリーの成立を３人以上とした。決勝進出を

上位３名としたため、エントリー３名のところは全員

決勝に進めるということでカウントバックがあるとい

えども少し緊張が欠いていたこともあった。また、予選
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２本とも完登したのに決勝に進めなかったＢ３女子２

名は大会ルールとはいえ残念であった。

　予選はＩＦＳＣルール通りフラッシュとしたが見え

ない見えづらいブラインド選手にとってはフラッシュ

というのが曖昧であった。やはりホールド位置の音声

を録音したものを聞いてもらうという従来の方法の方

が選手にとっては良かったのではと思われる。

　ブラインドクラスは世界選手権ではコーチがつき、

コースのナビゲーションを下から指示をすることがで

きる。アイソレーションエリアでもコーチとコース攻

略法を考えることができる。日本選手権でも選手にそ

れぞれのパーソナルコーチがつくことが望ましいが、

現実は難しいであろう。今回実施した大会役員が下か

らナビゲーションを行うのがベターであったかと思う。

　どちらにしても、パラクライミング大会は回数を重

ねていき、より良い大会へとしていくことが大切と考

える。回を重ねることでパラクライミングの広がりが

期待出来る。２０２４以降のパラリンピックでのクライミ

ング開催に向け日本はいつでも対応できるように大会

組織運営、選手発掘、選手強化等を日山協が取り組ん

でいかなければならないと考える。

（競技部競技運営委員　佐藤　建）

ＲＰ２クラス　１位大内秀之 ２位猪飼嘉司 ３位鶴園誠

Ｂ３男子クラス　１位蓑和田一洋 ２位江尻元洋 ３位星野隼人

Ｂ２男子クラス　１位会田祥　２位山崎康興　３位中越祐太Ｂ２女子クラス　１位江尻弓　２位青木宏美　３位椎橋瑠里子

Ｂ１男子クラス　小林幸一郎　２位前岡正人　３位伊藤勝則
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第 98 回 Mountain World

トゥインズ東峰北壁の初登攀

池田常道

　トゥインズ（７３５０ｍ）は、カンチェンジュンガ主峰

とノース・コルを隔てて対峙するピークで、東西二つ

の頂を持つことから双子峰と名付けられた。フレッ

シュフィールド（英）一行が１８９９年にカンチェンジュ

ンガ山群を一周した折に命名したのである。１９３０年に

カンチ北壁を試みたディーレンフルトの国際隊がカン

チェンジュンガ氷河から接近したが、北壁での事故後

氷河上流に向かい、手は出さなかった。

　１９３６年、パウル・バウアーのドイツ隊はシッキム側

から東稜を試み、６４００ｍで断念した。彼らはその代わ

りに、ネパール・ピーク中央峰とシニオルチューの初

登頂を勝ち取った。その翌年には、スイスのエルンス

ト・グロープとルートヴィヒ・シュマーデラー、Ｈ・

パイダールがバウアー隊と同じルートで敗退。この３

人は２年後に改めて挑戦、テント・ピークに初登頂し

た後トゥインズを目ざしたが、悪天候に妨げられた。

　第２次大戦前の登山はこれで終わり、戦後は鎖国を

解いたネパール側へと舞台は移る。１９６３年、宮澤憲隊

長の東京農大隊は北西稜を攻めたが、約７０００ｍで断

念した。その後、ネパール側では許可峰リストが整備

され、定期的に改訂されていくがトゥインズの名はな

く、長く未踏のまま残されることになった。

　１９９３年、シッキム側の入域許可を得た明治学院大隊

（伊丹紹泰隊長）はインドとの合同で東稜を攻め、東峰

を越えて最終キャンプを建設、主峰に向かった。しか

し、途中で先頭を交代しようとロープを外した佐藤正

倫隊員がヒドンクレバスに転落・死亡、東峰の全員登

頂で終わった。主峰が登られたのは翌年、大滝憲司郎

隊長の日本シッキム隊による。同じ東稜から２隊員と

シェルパ５人が頂上直下に到達したが、シェルパたち

はシッキムのしきたりにしたがって「処女峰の頂上は

踏まない」と初登頂を主張した。納得できない高嶋石

盛と築井一徳の２人は翌日改めて頂上を往復した。と

ころが、登頂後のビバークで３晩釘付けされ、４日目

にＣ５に帰った。疲労が激しいので１日休んでから下

るとサポートのシェルパを帰したもののそのまま下

りて来ず、空からの捜索でＣ４にいるのが確認された

ものの、救援のシェルパ２人がＣ４に到着したときに

は、すでに亡くなっていた。翌年の東京農大隊（山下

康成隊長）はネパール側の北西稜を登り、シェルパを

合わせて１６人を頂上に送った。

＊

　そんな歴史を持つトゥインズは、英語名を現地語に

という方針によって、現在はGimmigelaとなってい

る。西峰がⅠ峰、東峰がⅡ峰である。

　昨年１１月、カンチェンジュンガ氷河に面した東峰

の北壁が、オーストリア・ペアによって初めて登られ

た。ハンスイェルク・アウアーとアレックス・ブリュ

メルは、パンペマからさらに奥へ進んで５２００ｍ地点

にＢＣを設けた。高所順応には近くのドローモ南稜を

上下し、５９００ｍで３泊してから登攀に取りかかった。

　１１月８日、氷河をさらに奥へ８時間アプローチして

北壁下の６０００ｍでビバークした。急峻な北壁にはビ

バークできそうな場所が見当たらないので、稜線まで

の１２００ｍを一気に登ることにした。壁はモンスーン

のもたらした雪が固くパックされていて、スピードの

上がる好コンディションだった。６８５０ｍで頂稜に飛び

出し、そこでビバーク。翌朝７時半、強風の吹く頂稜

をたどって東峰頂上（７００５ｍ）に立ち、そのまま下り

つづけて夜遅くなってからＢＣに帰った。

　アウアーは、２０１３年にカラコルムのクンヤン・チッ

シュ東峰（７４００ｍ）に初登頂、２０１５年にはブリュメル

とニルギリ南峰（６８３９ｍ）南壁を初登攀している。今

回も初登頂を狙って、別の地域の６５００ｍ峰を申請した

が不許可となり、カトマンズのエージェントから、カ

ンチェンジュンガ周辺はどうだ、と勧められて、遠望

写真から今回の北壁を目標に選んだ。

　これだけ広大な山群にはまだまだ手ごろなアルパイ

ン・ルートが眠っているというのが感想だという。

カンチェンジュンガ氷河からのトゥインズ東峰北壁遠望。
ハンスイェルク・アウアー撮影
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「山の日」制定記念
―ふるさとの山を登ろう―

岩手山・八幡平・安比高原５０kmトレイルの山々

　国立公園八幡平地域に位置し、日本百名山でもある

岩手山と八幡平の５０㎞に及ぶ稜線には、１８の峰が連な

り雲上のスカイラインを形成しています。

　高山植物が咲き乱れる八幡平高層湿原、標高１，４００

ｍの藤七温泉や日本最初の地熱発電所があり秘湯とし

て親しまれている松川温泉、網張温泉の温泉群が山旅

を癒してくれます。

　５０㎞の爽快なトレイルを２泊３日の夏の山旅ルポで

紹介します。

　初日は、我が国有数のスキーリゾート安比高原の麓

でブナの二次林が素晴らしい赤川登山口から入山。ほ

どなく簡易の湯舟があるだけの安比温泉に到着。尾根

筋にコースをとり安比岳をめざします。途中は、ツキノ

ワグマの格好の住処。さらに進むと八幡平黒谷地コー

スと合流し、源太森（１，５９５ｍ）で八幡平の全景を見渡

し、多くの観光客でにぎわっている八幡沼畔に建つ陵

雲荘で一休み。山荘から２０分ほどで八幡平（１，６１３ｍ）

に到着。観光道路アスピーテラインからですと標高差

８３ｍ、約３０分で気軽に登れる名山のひとつです。山頂

周辺は、オオシラビソの森林帯で、５つほどの火山湖

が点在ており、冬は壮観な樹氷群に生まれ変わります。

宿泊地藤七温泉までは徒歩３０分ほど。藤七温泉は、山

宿の佇まいで幾種類もの露天風呂が点在しています。

　２日目は、トレイルの核心部のなだらかな稜線の縦

走となります。最初に現れる山は、トロイデ火山の畚岳

（１，５７８ｍ）。次に諸檜岳（１，５１６ｍ）、更に火口壁を残

す嶮岨森（１，４４８ｍ）を経由して歩を進めますと管理の

行き届いた大深山荘が現れます。裏手に湧き水があり

乾いた咽を潤してくれます。

　連峰の盟主大深岳（１，５４１ｍ）はここから１５分ほど。

源太ケ岳（１，５４５ｍ）を経由して一気に松川温泉に下

るコースもあり、四季を通じて静かな時間を過ごせる

名湯です。トレイルコースに戻って、鞍部を経て小畚

岳（１，４６７ｍ）へ登り三ツ石山へは見通しの良いハイマ

ツ帯を快適に進みます。紅葉シーズンは、最高のスポッ

トです。

　３日目、トレイルも最終日。少し早めに三ツ石山荘

を出発。岩手山を目指します。まもなく大松倉山（１４０８

ｍ）に到着。さらに進み犬倉山（１，４０８ｍ）。ここは網

張温泉の元湯でスキーリフトが山頂付近まで伸びてい

ます。網張温泉への下山の誘惑に負けないで登山を続

けると姥倉山（１，５１７ｍ）に到着します。現在も活発な

火山活動が続いており、高温の蒸気が出ていますので

コースを外れないよう注意が必要です。いよいよ岩手

山域に入ってきました。黒倉山（１，５７０ｍ）の中腹を巻

き切通し分岐でコースが分かれ、天気の良い日は、ア

ルペン的な鬼ケ城コースも面白い。強風や雨天のとき

は、お花畑コースをお勧めします。お釜湖、お苗代湖

の二つの火口湖があります。お花畑を過ぎて、岩手山

の火口壁を登る感じで急登をしのぐと岩手山九合目の

避難小屋に到着。近くには、岩手県山岳協会が管理を

担当している八合目避難小屋がありシーズン中は管理

人が常駐しています。おいしい水が湧き出ているほか、

登頂記念グッツの販売、宿泊可能で毛布の貸し出しも

行っています。

　一息入れて、いよいよ５０㎞トレイルの最高峰岩手山

（２，０３８ｍ）への登山です。約４０分で山頂に到着しま

す。山頂からは遠くに鳥海山、早池峰山、岩木山、八甲

田連峰などが望まれます。振り返ると３日間踏査して

きた５０㎞トレイルの山並みが続いています。山頂をあ

とにトレイルのゴールを目指します。途中平笠不動避

難小屋で靴ひもを締めなおし、シラネアオイやコマク

サの大群落の登山路を下ると噴出口に到着。約２８０年

前溶岩流が流出し特別天然記念物焼走り熔岩流を形成

しています。更に下るとトレイルの終点、焼走り国際交

流村登山口到着。思い出深いみちのくの山旅が終わり

ます。� （岩手県山岳協会会長　高橋時夫）

　３月２５日（土）～ ２６日（日）に開催を予定してい
た表記大会は、競技施設修復工事の遅延のため、４
月１５日（土）～１６日（日）に延期となりました。

八幡平から岩手山

日本ユース選手権リード競技大会2017
開催延期について（お知らせ）
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ルンポ・カンリ北壁初登攀報告
Loinbo Kangri North Face

ルート名：Loinbo Direct  1400m/WI5

メンバー：�平出和也（ＩＣＩ石井スポーツ所属、３７）、

中島健郎（３１）

【行動概要】
９月７日：日本出国、９月８日：チベット・ラサ着、９

月１３日：ＢＣ入り、９月１４～ １９日：偵察・順応、９月

２０日：ＢＣ～北壁６７６０ｍ、９月２１日：６７６０ｍ～山頂

～北稜経由～ＢＣ、９月２３日：ＢＣ撤収、９月２５日：

ラサ、９月２７日：日本帰国

【行動記録】� 中島健郎
　ラサから西方７００㎞に位置するカンティセ山脈最高

峰のルンポ・カンリは、１９９４年春に日本ヒマラヤ協会

隊が北東稜から挑戦したが、６２００ｍで断念。２年後の

秋に中国・韓国合同隊が北東稜より初登頂している。

カイラスへの主要な公路から見える山だが、未だ第２

登の記録は無い。

　アプローチは閉鎖中のザンムーが使えず、成都経由

でラサ入り。ラサからは中国登山協会が手配してくれ

た快適なワゴン車と現地のバイクに乗り換え、日本を

発って７日目にはＢＣへ入った。今回いつもと大きく

違うことは、ＢＣスタッフは雇用せず、二人だけのＢＣ

生活。食事の準備や水汲みなど、全て自分たちで行っ

た。

　ベースキャンプに入ってからは比較的天候が良く、

北壁と下降路の偵察は５日目には一応終わった。日本

で調べてもらった天気予報によれば明々後日の午後か

ら風も強く、しばらく大荒れの予報。好天が続いていた

為、壁はしっかり凍っておりコンディションは間違い

なく良い。この後、悪天をやり過ごし雪が安定するまで

待つとなると果たして何日後か、最悪はもう取り付く

チャンスがなくなる可能性もある。多少急ぎ足ではあ

るが、ＢＣ入って１週間でアタックとなった。

　９月２０日アタック初日はＢＣから北壁途中まで。氷

河湖の淵を歩き、氷河のモレーン帯を進み、北面のプ

ラトーから北壁へ取り付く。しばらくは急な雪壁が続

くが、状態は悪くなく、雪崩の心配もない。表面が雪で

あっても、少し掘ればガチガチの氷が出てくるのでラ

ンナーは全てスクリューで取れた。所々バーチカルア

イスがある場所ではビレーをしながら進んだが、大半

はコンテでスピードアップ。傾斜は７０～ ９０°ぐらいで、

ふくらはぎが常にパンプしている。初日は好調に高度

を稼ぎ、６７６０ｍでビバーグ。悪天スノーシャワーの中、

氷掘削作業２時間かけて、ようやく二人がなんとか横

になるスペースを確保した。高所に弱い僕はテキメン

に高山病となり、飲食が不可能となる。

　高山病で相当な体力を奪われ、ヨレヨレになっては

いたものの、山頂までもう一息。昨夜の降雪で頂上稜

線までは新雪が積もっており、軽くラッセルとなる。稜

線までもうすぐのように見えるのに、一歩一歩が重い

足取りで、なかなか思うように進まない。ようやく頂上

稜線から張り出た雪庇を乗越すと、そこにはポッカリ

と広大な景色が広がっていた。山頂までは緩やかな稜

線を辿るだけ。山頂からはチベットの高原が見渡せた

が、そんなことよりも１秒でも１ｍでも早く下山した

い。それほど高度障害にやられてしまっていた。

　下降は北東稜から偵察時に途中まで登った北稜を経
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由して、その日にベースキャンプへ戻った。翌日は１日

中死んだように寝てしまったが、ＢＣ入りから撤収ま

で１０日間の登山であった。この記録だけを読めば、高

山病で苦しんだだけであっさり登れたように感じでし

まうだろうが、決してそんなことはなかった。自分たち

が思い描いていたラインとスタイルで、二人が挑むこ

とができたのは、過去の経験と地道なトレーニングが

あったからだろうと思う。

　今回の遠征動画は下記のホームページでご覧いただ

けます。

ＩＣＩ石井スポーツＨＰ→アスリート→登山→平出和也
→平出和也の部屋

【アタック装備】
・ロープ（マムート トワイライト） ７．５ｍｍ×５０ｍ ２本

・スクリュー（レーザースピードライト）１３㎝２本、１７㎝

８本、２１㎝１本・アルパインクイックドロー８set

１２０㎝スリング３つ・捨て縄５㎜×１０ｍ・ピトン２枚

・ストッパー１個・トライカム２個・アッセンション１個

・スノーバー４本・ジェットボイルＳＯＬ チタニウム

・テント（Ｇ−Ｌｉｇｈｔ ｘ１～２人用）・シュラフ２つ

・マット（Ｚ ＬｉｔｅＳｏｌスモール１枚を半分にカット）

・テルモス９００ｍｌ １本・ナルゲン１Ｌ １本・食料２泊分

平成２８年度後期海外登山奨励金選考結果
　日本山岳協会では、海外登山の振興と技術の普及、

向上を目的として、海外登山奨励金制度を制定し、斬

新、独創的で、多大な成果の期待できる登山計画に対

し、奨励金を交付しています。

　今期（平成２９年３月～８月出発予定の隊）は３隊の

応募があり、厳正な審査の結果、以下の２隊に奨励金

を交付することを決定いたしました。

■「Giri-Giri Boys K7 Expedition 2017」
期間：２０１７年７月上旬～８月下旬

隊員：横山勝丘、増本亮、長門敬明

山域：�パキスタン カラコルム山脈チャラクサ谷

　　　Ｋ７ ６，９３４ｍ

内容：Ｋ７西峰の未踏ラインからの登頂、またはＫ７

主峰南西稜からの登頂。

　赤ライン－目標としているライン

　黄ライン－２００７ベルギー隊（山頂未達）

評価：２０１４年に西峰から主峰への縦走を同メンバーで

試みたが敗退。その時の経験を生かし、今回は単一

のピークだが、より攻撃的な未踏ラインをフリーク

ライミングにこだわった登り方でトラ

イする。再挑戦する意欲とその開拓ス

タイルを評価した。

交付額：２０万円

■「Shispare Expedition 2017」
期間：２０１７年７月１日～ ３１日予定

隊員：平出和也、中島健郎

山域：パキスタン

　　　カラコルム山脈フンザ周辺

　　　シスパーレ ７，６１１ｍ

内容：北東壁または北西稜を新ルートか

らアルパインスタイルで登る。

評価：２００７年、２０１２年、２０１３年に続く４回目の挑戦。

ルートの難易度もさることながらアプローチとなる

氷河も悪く、困難が予想される。未踏のラインから

アルパインスタイルで登るスタイルと、執念の挑戦

意欲を評価する。

交付額：２０万円
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ＵＩＡＡ登山部会ヨルダン、ペトラ会議を終えて
　ＵＩＡＡ登山部会定例会議（Mountaineering 

Commission; MountCom）が２０１６年１１月４～５日に、

ヨルダン・ハシミテ王国（通称ヨルダン）のペトラ

（Petra）で開催された。Jordan Tourism Board（ＪＴＢ）

の主催により、１２カ国１４メンバーが集まった。ＪＴＢ

を代表して、Aiman Al-Nawafah氏が世話人となった。

ヨルダンはまだ、山岳連盟ができておらず、Aiman氏

らが組織づくりを目指して活動している。

１．ペトラ紹介
　会議場となった、ペトラはアンマンＡｍｍａｎから

南に車で３時間程度走った場所にある。紀元前にモー

ゼがエジプト脱出し、奇跡を起こして、紅海の海を二つ

に分けてヘブライの民と渡海し、通過した場所で、モー

ゼが杖を叩くと水があふれ出たモーゼの泉がある。

　砂漠にある風化砂岩の山に、シークと呼ばれる深く

切り込んだ渓谷が長く続き、その先に、ナバアテ人が

岩肌をくり抜いた墳墓エル・カズネ（宝物殿）がある。

現在では、映画インディージョーンズの「最後の聖杯」

の舞台となったことで有名である。勿論、聖域を離れ

た場所でも、果てしなく広がる砂岩の壁（ペトラとはギ

リシャ語で崖／岩のこと）だらけ、クライミングが盛ん

で、登り放題であるが、砂漠にあるため、少し岩山に入

り込むと、人の匂いは消え去る。

　治安は隣国シリア、イラクとの国境線沿いにレベル

２（外務省より、不要不急の渡航の中止）があるが、大

半はレベル１（十分注意）であった。ハイウエーを走行

中、町に近づくと検問が多数あり、ホテルもＸ線手荷

物検査装置に荷物を通し、金属物探査ゲートを通らな

いと出入りできない。穏やかな日常生活の中での緊張

を感じた。

２．会議の概要
　会議は、今回を最後に登山部会MountComを退会す

るPierre部会長、そして、Claudio新部会長との共同進

行で進められ、さらに、特別参加した前々部会長Elisa 

Moran氏が加わった。

 今回の会議は、新旧部会長の交代時期とＵＩＡＡの変

革期が重なったため、全般を通して、中期活動計画（４

年間）が話し合われた。

　特に、当部会の中心的活動課題として、Steve氏が

ＵＩＡＡ Training Panelで進める標準化教育のグロー

バル化、活動目的の明確化、ガバナンス、戦略的対

応手段の検討などを話し合った。ここでは、Steve氏

により多くの場所で講演してきた「登山活動資格認

定とはどのようなものか」What is a qualification for 

Mountaineering Activities?を基に、議論が成された。

　グローバル化については、長い間続けてきたペツル

財団PETZL Foundationとの共同作業である夏期/冬

期登山テキスト作成事業ならびに、ヒヤリハットNear 

Missデータベース事業計画のMountComによるバッ

クアップについて話し合われた。

　一方、ペツル財団以外のスポンサーとの提携に

ついても報告され、さらに、国際山岳ガイド連盟

ＵＩＡＧＭ （International Federation of Mountain 

Guides Associations）と 国際山岳救助委員会ＩＣＡＲ

（International Commission for Alpine Rescue）との共

同作業について話し合いが持たれていることが紹介さ

れた。しかし、委員の中から、様々な問題点が指摘さ

れ、特に、これの組織間で、生じる地域的軋轢について，

厳しい指摘があり、共同作業の難しさを実感させられ

た。

３．プラハ会議における新部会長 Claudio 氏から
　   青山への宿題
　前プラハ会議に於いて、Claudio氏から、私の担当す

る登山事故データベースの構築作業に関し、「データ

ベースから何が得られるのか、具体的に示せ、また，今

後の活動計画を説明せよ」との宿題が出された。

　最近の会議では、どこのデータサーバーを使用す

るのか、ＵＩＡＡと共同事業契約を行ったフランスの

シークからエル・カズネ
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平成２8年度（２9年１月）
常務理事会・連絡部会報告

日　時　平成２９年１月５日㈭
　連 絡 部 会：１８時～ １９時２５分
　常務理事会：１９時３０分～ ２１時
場　所　岸記念体育会館・４Ｆ特別会議室
出席者　八木原会長、尾形・國松、髙橋・
亀山各副会長、小野寺、西内、森下、京
オ、瀧本、仙石、水島、各常務理事
　相良財政、西原競技運営、澤田委員長、
山本技術（審判）、松隈自然保護の各委
員長、中畠監事
委　任　中瀬常務理事、増山理事、小日
向、角田委員長
会長挨拶
　明けましておめでとうございます。平
成２９年が始まりました。変わり目の大
きい時でお世話をおかけします。

１．議　事
⑴平成２８年度１２月常務理事会議事録の
承認について（事前送付済）

の推薦について
　小野寺事務局長が資料に基づき説明。
　候補者無しで承認。

⑹平成３０年勲章及褒章候補者の推薦に
ついて
　小野寺事務局長が資料に基づき説明。
　候補者無しで承認。

⑺ＢＭＣサマークライマーズミート、２
名の推薦について。
　澤田国際委員長の説明と資料による２
名の推薦が諮られた。
　　倉本慶太氏、増本さやか両氏の派遣
が承認された。
⑻ＩＦＳＣ役員推薦について​ 
　小野寺事務局長から口頭で、東京２０２０
オリンピックを控え、外務省スポーツ
外交推進事業やＪＯＣなどからＩＦへ
の役員送り込みが求められている現状
を鑑み、３月のＩＦＳＣ総会で役員改
選が行われるので、小日向徹選手強化
委員長を役員候補者として推薦したい
旨、提案説明があった。
　　小日向委員長の推薦を承認。

２．報告事項
⑴２８年度１１月会計報告について
　相良財政担当理事が資料に基づいて報

　意義なく承認された。
⑵ＡｖＳＡＲ規約について
　西内登山部長から資料に基づいて提案
がなされた。
　ＪＭＡと日本勤労者山岳連盟、日本山
岳ガイド協会の３団体が協力して立
ち上げるＡｖＳＡＲについて説明があ
り、名称、入会金、会費、監査体制など
について質疑があった。
　　協力については承認され、規約につ
いては質疑のあった事項について検討
し、再提案することになった。
⑶新春特別表彰（追加）について
　小野寺事務局長が資料に基づいて追加
推薦の提案があった。
　　大分岳連推薦の後藤利雄氏、競技部
推薦の楢崎智亜、藤井快、野口啓代、野
中生萌、小林幸一郎、会田祥の各選手
が異議なく承認された。
⑷ＪＯＣナショナルコーチについて
　小野寺事務局長が資料に基づき提案事
項について説明。
　　日山協にＪＯＣのナショナルコーチ
制度を活用してナショナルコーチを設
置することを承認。人選は競技部に一
任し、常務理事会で承認する。

⑸第１２回日本スポーツグランプリ候補者

Camp to Campのサーバーを利用すべきと言うグルー

プとの間で激しい対立してきた。新部会長としては、

対立するだけの意味があるのか、その成果がどのよう

なものとなるのか、具体的に示すことで、今後の活動

方針の参考としたかったのであろう。

　幸い、本年８月、１０年近く交渉してきたイギリス山

岳レスキュー England and Wales Mountain Rescue が

当計画に正式参加を表明し、調印を行った。EWMRは、

膨大な事故データベースを構築し、それをイギリス全

土のレスキュー活動基盤としてきた。担当者Rob氏と

の間で、データ変換プログラムを作成し、日本データ

と合成する事で通常の記憶媒体(HD)上にデータベース

構築することにした。なお、サーバーの利用について

は、これから事故調査を計画しているロシアが参加の

意向を示しているため、あくまでデータのウエブ入力

にのみ使用することにした。

　今回報告したデータ分析は、３団体（日山協、労山、

ＪＲＯ）で行っている事故調査データベースからＵＩ

ＡＡフォーマットに変換したＵＩＡＡデータベース

で単純集計分析を行ったものである。ＵＩＡＡフォー

マット（僅か２頁）に変換する場合、事故発生地点の緯

度経度、活動目的、地形表現、目撃者の有無、事故原因

などで、様々な問題が起こる。データ変換条件を設定

した上での条件付き変換となった。その典型的な事例

が、登山目的での「縦走」「沢登り」などである。縦走は

宿泊の有無を確かめmultiday hikeとし、沢登りは該当

項目がないのでcanyoningの一種とした。事故発生場

所の緯度経度は、今回のＵＩＡＡ報告に併せて、事故

調査データベースからおおよその位置を読み取ったも

のである。我が国でも、ごく一部の遭難対策関係者に

のみ提供しているが、多くの登山者の方々にも興味深

いと考え、ここに中央日本での事故分布マップを紹介

する。

　最後に、再び激論となった。フランスグループが現

在進めている、事故データベースは、「事故とヒヤリ

ハットは同じ」としている。しかし、「両者の関係は、必

ずしも成り立たない」と主張したのだが、対立したまま

で終わってしまった。国際的な議論は本当に難しい。

（記　遭難対策委員会副委員長　青山千彰）
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告。
・会費未納の件と山岳共済会からの委託
事業費の配布について質問があった。

⑵内閣府立ち入り検査報告
　小野寺事務局長が資料に基づいて報告
し、中畠監事が補足説明を行った。
⑶新Ｗｅｂ開設についての報告
　瀧本デジタル小委員会・委員長が資料
に基づいて報告。
⑷オリンピック競技会場承認報告
　小野寺事務局長が資料に基づいて報
告。
⑸福井プレ大会説明報告
　西原委員長が資料に基づいて報告。
（６）ユースオリンピックについて
　小野寺事務局長が資料に基づいて報
告。
⑺第７回高校選抜クライミング選手権大
会について
　森下競技部長が資料に基づいて報告。
参加者は、１８4名、４1都道府県。

⑻協会名称の新ロゴデザインについて２
社からの案が参考として回覧された。

３．指導員・審判員　検定結果報告
　瀧本指導委員長から「２月中に体協に
指導員検定の結果報告をしなくてはい
けないので、２月６日の指導常任委員
会で認定したものを２月２３日の常務
理事会で追認願いたい。」との提案があ
り。
　　本提案は意義なく承認された。

４．後援報告、協賛等の依頼について
⑴「谷口けい冒険基金」後援名義使用に
ついて
⑵福井岳連　「ネバール大地震、ランタン
崩壊報告」後援名義使用について
　小野寺事務局長が資料に基づいて説
明。共に異議なく承認された。

５．専門委員会動静
　１１，１２月（１１月２４日～ １２月３１日）
⑴ジュニア普及委員会
　１１月２４日㈭　出席４名、委任１名
ア）ジュニア普及情報交換会議について
・２月１１日（土）、オリセンカルチャー棟
工芸室
　講師予定：谷口康司氏（高体連）、今村
みずほ氏（広島）、安藤武典氏（愛知）、
青木英一氏（神奈川）

イ）なすかし雪遊び隊２０１７について
・３/２７ ～ ２９、募集人員３０名
⑵国際委員会
　１２月１３日㈫　出席９名、委任４名
ア）ロシア女性Fea.（Irina）より来夏エル
ブルース（ロシア）へのお誘い
　大宮、張、岩崎らが考慮中。要調整。
イ）ＢＭＣ夏クライミング・ミート募集
中（国内締め切り１/５）

ウ）山岳スキー競技について
　大会が４月開催のため、１２月の常務理
事会に大会再開の議案を提出。
　大会再開が承認された。
エ）国内ウインタークライマーズミー

・メインコンテンツ単位での管理者用Ｉ
Ｄ，パスワード設定について

・スポーツクライミングの管理画面ＩＤ，
ＰＷについて
④ＪＭＡＴｏｐ管理画面のＩＤ，ＰＷを
事務局員に開示し、行事日程などの入
力を検討。
⑤その他
・バナー、サイドバナー、下部バナーにつ
いて

・英文ページについて
・jma-climbing.org　sccojとの関係につ
いて
⑸競技部技術委員会
　山本委員長が報告。ルートセッター講
習会を１２月２６，２７，２８に加須にて行っ
た。新規取得者９名、公認セッターか
らＣ級への希望者が１名、の参加者。
２月１１日に審判セッター会議を開催予
定。
⑹自然保護委員会
　松隈委員長が報告を行った。自然保護
指導員研修会を１１/５に実施した。６
回目である。１５００人から１２００人に指導
員が減っている。自然保護指導員は何
をするのか、というガイドラインを示
す必要がある。教本もよいのが出来て
きた。
　　巻機山復元活動４０年の方を講師に
講習会を開いた。
　　携帯トイレの使い方を理解して使用
して頂くためのパンフレット作成を考
えている。

６．その他の重要事項
　１２月２日～１月７日
⑴日本勤労者山岳連盟　望年会
　１２月２日㈮　於：労山事務所
　八木原会長、尾形副会長、小野寺常務
理事
⑵ＩＦＳＣイベント会議
　１２月２日㈮～３日㈯　於：トリノ
　小日向委員長、安井委員
⑶ＩＦＳＣ五輪合同テスト会議
　１２月３日㈯～４日㈰　於：フランス
　小日向委員長他
⑷競技運営委員会四国ブロック研修会
　１２月３日㈯～４日㈰　於：徳島市
　小山常任委員
⑸ＩＯＣ理事会で東京２０２０五輪大会のス
ポーツクライミングの競技会場が、東
京都江東区の青海アーバンスポーツ会
場に正式決定
⑹キルギス山岳協会　ウラジミール会長
山岳トイレ・プロジェクト協力依頼
　１２月８日㈭　於：岸記念体育会館
　八木原会長他
⑺日本ヒマラヤ協会　華甲望年会
　１２月１０日㈯　於： 四谷主婦会館「プラ
ザエフ」　亀山副会長
⑻加須市山岳連盟文部科学大臣表彰受賞
祝賀会
　１２月１０日㈯　於：加須市民プラザ
　八木原会長、尾形副会長
⑼第１２回ボルダリングジャパンカップ予

ティング（ＷＣＭ）について
・１/２１、２２　米子不動（長野）
オ）第３回海登懇の報告
・１１/１７㈭「働きながら海外の山へ」
　講師：坂上光恵氏、山岸尚将氏
　３０名参加（一般参加者１９名、有料参加
者１７名）
　集客の告知方法について反省。
カ）平成２９年度国際委員総会兼第５６回
海外登山技術研究会について
　会場と日程、内容（テーマと講師）の検
討（日程：７/２２、２３（土、日）、会場：
オリンピックセンター）
　海外登山報告の案①ルンポ・カンリ（平
出、中島、奨励金隊）②カン・ナチュゴ
（鳴海隊、奨励金隊）③パタゴニア２隊
（奨励金隊）④重広恒夫ＪＡＣ隊ネパー
ル、ナンマガリⅡ峰登頂⑤北大山岳部
カムチャツカ北部スレディニー縦走⑥
早稲田ＯＢ隊キルギス研究会のテーマ
案①極地、極北の山、知られざる山域
②パタゴニアの新しいスタイルでの開
拓　次回以降に再検討

キ）平成２９年年度の事業計画、予算につ
いて

ク）国内外に向けてのＨＰ案について
　国内向け「海外からの案内」、「海外登
山地最新情報」、「海外登山の手続きガ
イド」
　外国向け「About Japanese Mountains」
「Mountain Area Information」
⑶ 競技部　競技運営委員会
　１２月５日　出席１３名
ア）福井国体プレ大会について
・大会名称：「リード・ジャパンカップ」
を「日本学生スポーツクライミング対
校選手権大会」へ変更する案
　リード・ジャパンカップ、日本選手権
リード競技の統合による競技会開催変
更について。

・大会日程：平成３０年６月２日㈯～３日㈰
　以上委員会で確認され、福井県岳連、
池田町との調整に入ることとした。

イ）国民体育大会競技名称について
ウ）ブロック別研修会開催準備状況につ
いて
エ）報告事項
⑴第７２回愛媛国体準備状況について
・予選会免除世界大会の報告
・国体大会期間中のイベントは、実施し
ない
⑵第７４回茨城国体会期期間の承認
・平成３１年１０月４日～ １０月６日
⑷デジタル情報小委員会
　１２月１６日㈮　出席４名、委任３名
ア）新ＨＰのチェック
①新ＨＰのurl Topページ　http://www.
jma-sangaku.or.jp/山岳/sangaku/ス
ポーツクライミング/sports/山岳保険
/hoken/

②旧サイトTopページhttps://www.jma-
sangaku.or.jp/cominfo/登山/tozan/ス
ポーツクライミング　/games/山岳保
険/kyosai/
③管理画面について



　立春が過ぎ日差しに力強さが感じられる
がまだまだ寒い。本協会もスポーツクライ
ミング競技の背景でマスメデイアへの露出
が増え光栄に思える。名称変更もあり全国
組織の一致団結と共和が求められている。
� （広報担当 水島彰治）
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寄贈図書

八重山

神奈川県・山梨県東部トレイルラン連絡協議会

北丹沢12時間山岳耐久レース実行委員会

陣馬山トレイルレース実行委員会

道志村トレイルレース実行委員会

八重山トレイルレース実行委員会

東丹沢宮ヶ瀬トレイルレース実行委員会

上野原秋山トレイルレース実行委員会

NPO法人NPO法人

寄
贈
本

(株)山と溪谷社 「山怪 弐 山人が語る不思議な話」 著：田中 康弘
(株)山と溪谷社 「岩と雪ベストセレクション」 著：池田 常道

雑誌 (株)ネイチュアエンタープライズ 「岳人」 No.836
(株)山と溪谷社 「山と溪谷」 No.982

会
報

兵庫県山岳連盟 「兵庫山岳」 第595号
（一財）日本万歩クラブ 「帰れ自然へ アルク」 第572号
おいらく山岳会 「山行手帖」 No.685
横浜山岳会 「山」 No.1015
La rivista del Club alpino italiano 「Ｍｏｎｔａｇｎｅ360」 2017.1
日本トレーニング指導者協会 「JATI EXPRESS」 Vol.56
（公財）健康・体力づくり事業財団 「健康づくり」 No.465
（一社）大阪府山岳連盟 「山岳おおさか」 No.211
（一社）日本青少年育成協会 「JYDAガイド／かけはし」 Vol.9
福岡山の會 「せふり」 No.378
福井県山岳連盟 「福井県山岳連盟創立60周年記念誌」

（公財）日本ボウリング協会 「JBC news」 第542号
中華民国山岳協會 「中華山岳」 《雙月刊》 256

（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 vol.29
中華民国健行登山會 「中華登山」 179 2017.01

（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」 №327 増刊号
（公社）日本武術太極拳連盟 「武術太極拳」 №328
神奈川県山岳連盟 「ときわ木」 171号
明治大学山岳部 「炉辺通信」 No.182

（公社）国土緑化推進機構 「ぐりーん・もあ」 第76号
Korean Alpino Federation 「大山聯」Vol. 217
Corean Alpine Club 「山」 Vol .249

（公財）日本体育協会 「Sports Japan」 vol.29
日本勤労者山岳連盟 「登山時報」 No.504
（公財）横浜市体育協会 「SPORTSよこはま」 2月号
東京野歩路会 「山嶺」 No.1043
日本山岳写真協会 「日本山岳写真協会ニュース」 第439号
スポーツのこころプロジェクト 「スポここ」 第14号
三峰山岳会 「岩つばめ」 352号

（公社）日本山岳会 「山」 No.860
（公財）日本ゲートボール連合 「ゲートボールNavi」 2017年号
やまびこ山想会 「愛知岳連ニュース」 第421号
日本山岳会 自然保護委員会 「木の目 草の芽」 第126号
おいらく山岳会 「山行手帖」 No.686
中国登山協会 「山野」 2017 1 総221期
横浜山岳会 「山」 1016号

編集後記
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備予選大会　１２月１０日㈯～ １１日㈰
　於：深谷ヴィレッジ
　八木原会長、尾形副会長、森下常務理
事、小日向委員長ほか

⑽競技運営委員会近畿ブロック研修会
　１２月１０日㈯～ １１日㈰　於：神戸市
　滝内常任委員
⑾２０１６毎日スポーツ人賞表彰式
　１２月１２日㈪　於：セルリアンタワー
東急ホテルＢ２Ｆ　尾形副会長

⑿競技別活動拠点の指定打ち合わせ
　１２月１２日㈪
　於：ナショナルトレーニングセンター
　小野寺常務理事、小日向委員長
⒀ＪＳＣ感謝の夕べ・新国立競技場整備
事業着工式記念
　１２月１３日㈫　於：国立代々木第２体

ム　神﨑顧問、八木原会長、尾形副会
長、小野寺常務理事
⒆第１回ＢＷＣ実行委員会
　１２月２０日㈫　於：八王子エスフォル
タアリーナ　尾形副会長、森下部長、
小日向強化委員長

⒇ノースフェース創立５０周年記念祝賀
会　１２月２０日㈫
　於：BA-TSU ART GALLERY
　八木原会長
（２１）内閣府立入検査　１２月２１日㈬
　於：日山協事務局　尾形副会長、小野
寺常務理事、中畠監事

（２２）第７回全国高等学校選抜クライミン
グ選手権大会　１２月２４日㈯～ ２５日㈰
　於：加須市民体育館
　八木原会長、尾形副会長、森下常務理
事、中瀬常務理事、西原委員長

（２３）第１回「山の日」記念全国大会総会（第
４回）　１２月２７日㈫
　於：都道府県会館　八木原会長

育館　八木原会長、尾形副会長
⒁ＪＯＣ−ＮＦ総合支援センター打ち合
わせ　１２月１４日㈬
　於：岸記念体育会館　小野寺常務理事
⒂選手強化ＮＦ事業に係る事業実施報告
書の記載上の留意事項　１２月１５日㈭
　於：T!s アジアビル５０１会議室
　小野寺常務理事
⒃田部井淳子さんを送る会
　１２月１８日㈰　於：昭和女子大学
　八木原会長、他
⒄選手・スタッフ合同会議
　１２月１８日㈰　於：岸体育会館５０４，５０５
号室　尾形副会長、森下競技部長、小
日向委員長他
⒅ＵＡＡＡ会長InJeong Lee氏打ち合わ
せ　１２月１９日㈪　於：日本山岳会ルー
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日本山岳協会山岳共済会干170-0013東京都豊島区東池袋3-7-11-707
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月帽日~金橿日 10か:00-17:ゆ00(祝日除〈。) 

携帯からも資料請求ができます。 堕揮li!iiL!l
公益社団法人日本山岳協会携帯サイト Eむ剖骨軍

( www.jma-sangaku.or.jp/mobile/) 踊 亮碍

~ WEBからもお申込みいた花けます (www.sangakukyousaho耐 級協 '---，-:;;;1 川 協


